

























































































































































































































































































































































































































































































群 推定平均 標準誤差 推定平均 標準誤差
両欲求低 z＝－１ z＝－１ 20.26 .729 16.87 .688
賞賛のみ高 z＝１ z＝－１ 24.89 .790 16.68 .746
拒否のみ高 z＝－１ z＝１ 19.97 .784 20.11 .740





教員 同級生 後輩 教員 同級生 後輩
従属変数 （N） （29） （21） （23） （29） （26） （20）
肯定的感情 M 23.5 20.2 21.1 23.1 24.1 22.6
（SD） （5.80） （6.58） （6.58） （4.82） （4.78） （5.68）
否定的感情 M 19.9 16.8 15.7 20.8 18.6 18.8
（SD） （5.58） （6.07） （5.16） （5.36） （3.42） （5.09）
相手（３水準） 状況（２水準）
全体
教員 同級生 後輩 直接 伝聞
従属変数 （N） （58） （47） （43） （73） （75） （148）
肯定的感情 M 23.3 22.4 21.8 21.8 23.3 22.6
（SD） （5.29） （5.92） （6.15） （6.35） （5.02） （5.75）
否定的感情 M 20.3 17.8 17.1 17.7 19.5 18.6









































































































対No. 項目（略称） M （SD） M （SD） M （SD）
3 馬鹿にされた　⇔　認められた　 3.97 （ .973） 3.72 （ .902） 3.58 （1.074） 3.04*
4 　喜べない　⇔　純粋に喜ぶ 3.55 （1.273） 3.43 （1.347） 3.47 （1.470） .28
5 本音でない　⇔　本音である 3.43 （ .957） 3.09 （1.018） 2.77 （1.172） 5.84**
※11 居心地悪い　⇔　居心地よい 3.69 （ .842） 3.66 （1.006） 3.56 （1.181） .37
1 偶然である　⇔　当然である 2.52 （1.143） 2.68 （1.235） 2.53 （1.202） .39
2 自分は凄くない　⇔　自分は凄い　　 2.50 （1.246） 2.53 （1.195） 2.28 （1.202） 1.05
6 ねたまれている　⇔　尊敬されている 3.07 （ .558） 3.04 （ .624） 3.33 （ .778） 2.23
7 活躍の場をうばった　⇔　活躍の場を得た　　 3.62 （ .813） 3.57 （ .827） 3.58 （ .906） .25
8 自信がなくなる　⇔　自信が出てくる 4.12 （ .751） 4.13 （ .769） 4.07 （1.033） .29
9 評価が下がる　⇔　評価が上がる 3.74 （ .849） 3.51 （ .718） 3.77 （ .972） 1.33
10 つまらない　⇔　楽しくなる 3.90 （ .931） 3.87 （ .900） 3.67 （ .993） 1.28
※交互作用が有意となった従属変数。詳細はFig.1参照のこと。





対No. 項目（略称） M （SD） M （SD） M （SD）
3 馬鹿にされた　⇔　認められた　 3.56 （1.054） 3.99 （ .878） 6.67** 3.78 （ .989）
4 　喜べない　⇔　純粋に喜ぶ 3.14 （1.446） 3.83 （1.155）10.09** 3.49 （1.348）
5 本音でない　⇔　本音である 2.88 （1.117） 3.37 （ .969） 8.32** 3.13 （1.071）
※11 居心地悪い　⇔　居心地よい 3.49 （1.029） 3.79 （ .949） 3.15† 3.64 （ .997）
1 偶然である　⇔　当然である 2.51 （1.260） 2.64 （1.111） .48 2.57 （1.184）
2 自分は凄くない　⇔　自分は凄い　　 2.33 （1.248） 2.56 （1.177） 1.13 2.45 （1.214）
6 ねたまれている　⇔　尊敬されている 3.12 （ .666） 3.15 （ .651） .07 3.14 （ .656）
7 活躍の場をうばった　⇔　活躍の場を得た　　 3.56 （ .833） 3.63 （ .851） .11 3.59 （ .840）
8 自信がなくなる　⇔　自信が出てくる 4.01 （ .920） 4.20 （ .753） 1.54 4.11 （ .842）
9 評価が下がる　⇔　評価が上がる 3.73 （ .804） 3.63 （ .897） .60 3.68 （ .851）
10 つまらない　⇔　楽しくなる 3.71 （ .905） 3.93 （ .963） 1.60 3.82 （ .938）
※交互作用が有意となった従属変数。詳細はFig.1参照のこと。











































































































































教員 同級生 後輩 教員 同級生 後輩
両欲求低 z＝－１ z＝－１ 3.07 2.12 2.25 2.89 2.87 2.64
賞賛のみ高 z＝１ z＝－１ 3.64 2.68 2.81 3.45 3.44 3.21
拒否のみ高 z＝－１ z＝１ 3.90 2.94 3.07 3.71 3.70 3.47
















































































































































Henderlong, J., & Lepper, M.R.（2002）．The effects 
of praise on children’s intrinsic motivation: a 
review and synthesis.  Psychological Bulletin, 
128, 774-795．
堀下智子・金山正樹・山浦一保（2008）．上司によ
る効果的なほめ方・叱り方等に関する研究（Ⅱ） 
─ほめ・叱りに対する上司─部下間の認識の
ギャップとその影響─　産業・組織心理学会第
― 96 ―
????????????????????
筆者がデータの再分析を行った上で再構成したも
のである。データの使用を許可いただいた松本氏
に感謝いたします。また、松本氏の卒業論文執筆
にあたり、データ収集にご協力いただいた埼玉学
園大学非常勤講師の古俣誠司先生、東京造形大学
非常勤講師の瀧澤純先生、ならびに実験参加者の
学生の方々にも厚く御礼申し上げます。
付記
　　本研究の一部は、応用心理学会第80回記念大会
（平成25年９月14日～15日）において発表した。
